
　

○公務災害・通勤災害認定件数

令和３年度の公務（通勤）災害の認定件数は５２１件、過去３ヶ年度の平均は５６６件で、減少傾向にありま

　す。職員千人当たりの公務災害認定件数は警察が最も高い比率となっています。

公務 通勤 計 公務 通勤 計 公務 通勤 計

30 7 37 35 5 40 30 7 37 4.0

138 14 152 134 10 144 152 10 162 5.9

277 13 290 157 16 173 145 12 157 11.9

445 34 479 326 31 357 327 29 356 7.2

61 15 76 100 16 116 71 13 84 4.6

30 2 32 29 7 36 35 7 42 6.5

44 1 45 32 3 35 35 4 39 6.8

580 52 632 487 57 544 468 53 521 6.6

○職種別公務災害の認定状況

公務災害と認定された４６８件のうち、警察職員及び教育職員に係る認定件数は併せて２９７件と、全体の

約６４％を占めています。
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警察職員

145件

31%

教育職員

152件

33%

一般事務職員等

71件

15%

消防吏員

23件

5%

技術職員

49件

10%

技能労務職員

12件

3%

看護師

10件

2%
調理員

6件

1%

体育や部活動指導中の
災害が約２７％で最多

次いで多いのが学校施設
（敷地）内での移動中の

災害で約２０％

訓練中の災害が
約５７％で最多

通常の職務遂行中の
災害が約５８％で最多

次いで多いのが逮捕術
訓練などでの災害で

約３４％

針刺し事故が４件

 



○事故形態別公務災害の認定状況

事故形態別では、「転倒」、「動作の反動、無理な動作」及び「激突、激突され」で合わせて２１２件と、

全体の約５割を占めています。

○傷病別公務災害の認定状況

傷病別では、「骨折」、「打撲、挫傷」、「創傷（擦過傷含む。）」及び「靱帯、腱断裂」で合わせて３４８件と、

全体の約７割を占めています。
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移動中の躓き等における転倒が

約４９％で最多

通常の職務遂行中の災害
が約７３％で最多

通常の職務遂行中の災害
が約７３％で最多

通常の職務遂行中の災害

が約７５％で最多

通常の職務遂行中の災害が
約７７％で最多

装置・工具等による負傷が約５７％で最多

階段の踏み外し等による転落が約３１％で最多

現場作業中等の負傷

が約４８％で最多

作業中等に頭や手足をぶつけたことによる負傷が約４３％で最多

警察職員や消防吏員の訓練中における

災害が約３５％で最多

 


